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A1)地質環境の初期状態の理解：地上から地球化学特性の分布とその形
成プロセスを理解するための調査技術，解析・モデル化技術を整備 
 

 例えば， 

 施設建設時の知見に基づいて，地上からの調査時の水理地質構造に応じた
ボーリング孔配置方法や調査数量を明確化 

透水性の異なる地質構造（礫岩や割れ目帯，断層など）に囲まれた水理地質学的コン
パートメントがある場合は，コンパートメント毎に観測区間を配置 

•大規模揚水試験の実施により，複数の断層からコンパートメント境界になり得る断層を抽出
する 

•抽出されたコンパートメントに基づき予測解析を行い，坑道掘削時の擾乱の少ない坑道レイ
アウトをデザインするとともに，坑道掘削時にその妥当性を確認しながらパネルを展開する 

断層などが少ない条件では，3本程度のボーリング調査で水質分布断面を把握可能 

塩水系地下水では，比抵抗探査（＋ボーリング孔での比抵抗検層）の利用を検討 
 

 データの品質を保証しつつ追跡性・透明性を確保するための技術を例示 
 

 地上からの調査結果に基づき，地球化学モデルを構築するための一連の解析
手法を構築 

成果ダイジェスト メッセージ案（地球化学分野） 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解：施設建設・操業時の地球化
学擾乱や緩衝プロセスの観測・解析技術（含 事例）を提示 
 

例えば， 
観察事例から重要な知見を提言 

結晶質岩において大量の湧水（排水）がある場合は，操業期間中に坑道周辺の地下水
が浅層水に入れ換わる可能性が高い 

有機物に富む堆積岩では，操業期間中に坑道周辺が酸化状態になることはない 
 

従来，知見の無かった施設建設時のモニタリングや解析に関わるノウハウを提示 

坑道掘削から閉鎖に至る期間の観測項目，頻度，方法（坑道モニタリングシステムなど） 

施設建設・操業に伴う水質の中長期変化は，複数観測点での定期観測と多変量解析
により変動幅を推測可能 

坑道周辺のアルカリプルーム領域は，物理探査と水理・化学連成解析で評価可能 
 

施設設計・施工に反映可能な知見を提示 

事前の影響評価のためには，結晶質岩中のコンパートメント，堆積岩中の割れ目帯分
布を踏まえ施設レイアウトを立案することが不可欠 

施設建設時にコンパートメント毎にモニタリングを実施することで，影響領域の拡大を防
ぐために優先的に閉鎖すべきパネル区画を判断できる可能性がある 9 

成果ダイジェスト メッセージ案（地球化学分野） 



A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解：地質学的時間スケールにお
ける地球化学特性の長期変動幅を推測するための手法を提示 

 

例えば， 

観察事例から重要な知見を提言 

地震による水質変動は既存の地下水の混合により起こるため，その変動幅は，現在観
察される地下水の水質の範囲を超えることはない 

 

従来，未整備だった長期変遷に関わる調査解析手法を提示 

過去に海水と淡水が入れ替わってきたフィールドでは，炭酸塩鉱物の調査でpHの安定
領域を把握可能（有機物を含まない花崗岩向け） 

含鉄，含硫黄鉱物の分布に基づき還元環境の領域を把握可能（岩種に無関係） 

調査対象をサブシステム区分した上で，施設を建設するサブシステムとその周辺の地
球化学プロセスとそれに影響を与えてきた天然事象（FEP）の相関を解析することで，
将来の地球化学特性を推測可能（岩種に無関係） 
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成果ダイジェスト メッセージ案（地球化学分野） 





A1)地質環境の初期状態の理解（サイト選定～処分開始に関する意思決定への反映）：施設
閉鎖に関わる知見を地上からの調査へフィードバックし，調査技術開発を完了する 

 施設閉鎖に関わるモニタリングの知見を地表調査時のモニタリング孔配置計画にフィードバック 

 品質管理手法についてKMSと合わせ，許認可申請時に利用可能なITパッケージの開発 

A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解（処分開始～最終閉鎖に関する意思決定への反
映）：坑道閉鎖時のモニタリング技術開発，地球化学特性の回復挙動の理解が必要 

 調査量と解析精度の関連を整理し，事業時の計画立案手法に反映（フィージビリティスタディ） 

 坑道閉鎖（埋戻し）後の地質環境特性の回復，定常化過程に関わる知見の蓄積 

• 建設・操業時に浸透した浅層地下水を，坑道閉鎖時に元来の地下水に置換・回復するための手順 

• 浅層地下水が残留した場合の中長期的な地球化学特性の解析技術 

• 坑道・グラウト周辺のpH分布，酸化還元状態の長期変化 

 適切な部分閉鎖（埋戻し）方法について，研究所閉鎖時の施工方法とモニタリングにより実証 

A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解（処分開始～追加対策に関する意思決定への反
映）：施設閉鎖後の地球化学特性の定常状態化・天然事象に伴う変動幅を統合する解析
技術の構築が必要 

 地震後の長期的な水圧変化に応じた水質変動幅の予測と検証 

 施設閉鎖時後の地球化学特性の変化幅の把握，地質学的時間スケールにおける長期変動幅との
比較，安全評価への反映の考え方を整理 

今後の課題 メッセージ案（地球化学分野） 

12 


